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１．義務教育のあり方検討会

・教育的視点から今後の義務教育のあり方を検討（R4.10.1設置）

・メンバーは教育長、教育委員、学校長、幼児教育センター長、

県学校教育課職員（事務局は、教育委員会 こども教育課）

・現状把握、課題整理、課題への対応検討

【中間報告における基本的な方針】

① 義務教育期間である９年間の学習をトータルで捉えていく

義務教育学校化を目指す

② 義務教育学校制度導入のメリットを最大限に生かすために

学校施設の一体化を目指す
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検討のきっかけは、「老朽化」と「新時代」



江北小学校（昭和９年建築）



江北小学校（昭和５４年建築）









花村小学校（Ｍ7）
明文小学校（Ｍ7） 新民小学校（Ｍ6）

花村小花祭分校（Ｍ22）
堺堀尋常小学校（Ｍ10）

堺堀尋常高等小学校（Ｍ30）

花祭小学校（Ｍ24）

境堀小花祭分校（Ｍ30）

江北高等小学校（Ｍ32） 境堀尋常小学校（Ｍ32）

境堀尋常高等小学校（Ｍ33）

江北尋常小花祭分校（Ｔ11）

八丁尋常小学校（Ｍ26） 下小田尋常小学校（Ｍ26）

古川尋常小学校（Ｍ30）

古川尋常高等小学校（Ｍ36）

江北尋常高等小学校（Ｍ41）

啓暗小学校（Ｍ8）

佐留志尋常小学校（Ｍ27）

佐留志尋常高等小学校（Ｍ31）

補習学校（Ｔ13）

公民学校（Ｓ2） 家玫女学校（Ｓ2）

江北独立公民学校（Ｓ7）

江北高等実業青年学校（Ｓ11）

江北中学校（Ｓ22）

江北尋常小学校（Ｓ7）

江北国民学校（Ｓ16）

江北小学校（Ｓ22）
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江北町の学校変遷

平成２８年度に制度改正
新しい学校の種類として
「義務教育学校」が制度化



中１ギャップ

不登校学力向上

コミュニケーション
力不足

ICT教育の推進

部活動の地域移行

特別支援への対応

いじめ



教育課程の区切り変更

【現在】

【義務教育学校】

（小学校）

６年

（中学校）

３年

子どもたちの成長に合わせて（９年間をトータルに捉えて）

４年 ３年 ２年



新しい学校として、義務教育学校
（一体型）を目指していく


